
作業区分 残留リスク

定常／

非定常

(S) (F) (P) (R) (S) (F) (P) (R)

～なので、～して、～（事故の形）になる

危害の
ひどさ

曝され
る頻度

回避の
可能性

リスク
クラス

危害の
ひどさ

曝され
る頻度

NO

現状のリスク評価 措置後リスク評価

作業方法

見積・評価（現状）
危険性又は有害性と発生のおそれがある災害

対策内容

措置後の見積・評価（予測）

回避の
可能性

リスク
クラス

7-4 - - - - ①強制解離機構を持つLSに変更する。 S1 - - Ⅰ

7-5 S2 F1 P1 Ⅱ ①アースバーへの結線が、１本となるように接続箇所を S1 - - Ⅰ

　増やす。

8 非定常 S2 F1 P1 Ⅱ ①挟まれ注意の銘板を貼付ける。 S2 F1 P1 Ⅱ 作業方法をマニュアルに記載する。

非定常 S2 F1 P2 Ⅲ ①機械の据付け状態（床上，埋め込み）が、客先によって S2 F1 P2 Ⅲ マニュアルへ作業台の設置を記載する。

　異なるため、作業台の付属が難しいため、マニュアルに

　必要に応じ作業台の設置を促す記載をする。

（資料）

ものを使用すること。

ビスが緩みｱｰｽ線が外れ、短絡時に機械本体に

電流が流れ、作業者が感電する。

※JIS B 9960-1による。

する。

制御盤フィルター清掃時、フィルターが高所に有る為

※JIS B 9960-1では、橙色線使用となっている。

足元が危険（1回／月）

処理で指を切ったり、駆動部に指が挟まり怪我を

アースバーへの結線が、2本以上になっているため

その他 チップコンベアーが切粉で詰まった時、S材の切粉

安全回路に使用するLSは、強制解離機構を持つ



 

２）クロスレール下に安全柵設置：まとめ表 Ｎｏ―１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
          
 

安全柵の設置 




